
 

R４年度以降の環境経営方針（案）について 

 

 

国では、令和３年 10 月に地球温暖化対策推進法に基づく地球温暖化対策計画を閣議決

定し、2030 年度までに温室効果ガスを 2013 年度比 46％削減する目標を掲げ、「2050 年カ

ーボンニュートラル」宣言を行いました。 

 

富山県では、令和元年 8 月に「新とやま温暖化ストップ計画＜富山県地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）、富山県気候変動適応計画＞」を策定し、令和 3 年 3 月に新県庁エコ

プラン第 5 期計画を策定しました。 

☆新県庁エコプラン第 5期計画削減目標☆ 

事務事業に伴う二酸化炭素排出量を、2030年度までに 2014年度比 41.7%以上削減 

（削減目安：電気や庁舎燃料等の使用量を 16%以上削減） 

 

これを受けて環境科学センターでは、エコアクション 21 の取組みを通じて、国や県の温

室効果ガス削減目標の達成に貢献します。 

 

☆環境科学センターの中長期環境目標（令和３年度から 12年度まで）☆ 

毎年 2014年度比１%以上の削減を目標とし、これ以上の削減が困難と考えられる項目（電

気使用量・化石燃料使用量・二酸化炭素排出量）については令和２年度実績を維持 

 

当センターは、以下２つの課題とチャンスを生かし、重点分野として省エネルギー化と

DX 推進に取組みます。 

（１）エネルギー効率が悪い機器の使用 

→機器更新または運用方法改善による省エネルギー化 

（２）IT 環境の未整備 

→クラウド化や Web 会議活用による効率化 

 

また、以下の方法で、環境経営の継続的な改善を行います。 

 ・気温など、職員の「努力」で達成できないものは現状を維持する。 

・改善できる可能性がある場合は、ハード・ソフト面で無駄がないかを調査し、「定量

的」な評価を行う。 

 ・ソフト面は速やかに、ハード面は段階的に改善していく。 

 

 最後に、行政機関として環境関連法規の遵守を固く誓約します。 

 

この環境経営方針、活動実績等は、職場内に掲示して全職員に周知するとともに、ウェ

ブページへの掲載等を通じて広く公表します。 

 

 

2022 年 4 月 1 日 

 

 

 

富山県カーボンニュートラル戦略 
「県庁の率先行動」 

 

◆ 基本理念 
本県では、「富山県カーボンニュートラル戦略」（2023年３月）を策定し、県民・事業

者と連携して、地域を挙げた脱炭素化社会に向けた取組みを推進しています。 

また、県の事務事業により排出される温室効果ガスを削減するため、職員、組織が一

丸となって、徹底した省エネルギー・省資源対策、再生可能エネルギーの導入など「県

庁の率先行動」の目標達成に向けて取り組んでいます。 

当センターは、環境の調査・監視・研究を担う中核機関として、県民・事業者の手本

となるよう、継続的な環境改善に率先して取り組みます。 

 

◆ 2030 年度の目標と環境科学センターの直近の達成状況(2023) 

（１）CO2排出量の削減（2013年度比） 

 目 標 直近の状況 

CO2排出量 ▲55％以上 未達成（▲42％） 

⇒ 目標を達成していないことから、省エネ型設備の導入やエネルギー

の適正な使用などの最大限の取組みを行います。 
 

（２）資源利用量等の削減（2013年度比） 

 目 標 直近の状況 

上水使用量 ▲30％以上 達成（▲30％） 

コピー用紙購入量 ▲30～50％以上 達成（▲69％） 

廃棄物廃棄処分量 ▲20％以上 達成（▲53％） 

⇒ 現状のペーパーレス化や節水などの取組みを継続し、可能な範囲で

さらなる削減に努めます。 
 
 

 【 関連するSDGsの取組み 】 

    


